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チ y ウチ ン ミ ドロ にお け る細胞質の 光定位運勳
一一一一一微小管束の 分布 一一一一一一

〇前川誉実、永井玲子 （阪大 ・教養 ・生物 ）

　　チ ョ ウチ ン ミ ドロ （Pich◎tomosiphon） は管状で隔壁が な い 多籔俸の 淡水産緑藻である 。 先端生畏

とこ 叉 分枝 によ っ て 成長す る 。 藻体全俸にわたっ て 、先端向春と基齢向 きの 雨方向の原形質流勵が常に

見 られ る 。 多数存在する葉緑体やその他の顯粒の
一部が原形質流動 と共 に勳 い てお り、そ の流勸速度は

2〜4Xim／sec で ある 。 また、こ れ に加えて葉緑体等の 籟粒は細胞質基質 とともに特異的な移動還勸をす

る   即 ち、藻体全 体に光を照射する と細胞質は先端方向 に移動 し、先端か ら黷次堆積す as　e 暗黙で は藻

体基部へ と移動する。こ れま で 、rv　a は こ の よ うな原形質流勲及び 、綱胞質移勸運動に微小管が 不可欠

な構造と して関与してい るこ とを示 した （1）。 細胞質中に存在する微小管 は鰡胞長軸方向に並んで お

り、そ の 存在場所 に よ っ て 二 つ に分類で きる 。 即ち 、 細胞膜直下に存在する微小管 と、細 胞内質申に存

在する微小管で ある 。 細胞内質中の微小管 は 1本で存在 して い るもの と、 2 本以上数十本が集 ま っ て存

在して い る もの とが ある 。 後者の 場合、微小管は架橋構造 により相互に長軸 を攤えて束ね られて い る 。

藻傳に マ イ クロ ビームによ る部分照射を行 うと、光を当て た部分 に細胞質が 集 まっ て くる 。 この現象 と

相関 して照射部位を境 にして先端儺 と基部側で微小管束の 分箝 に差が生 鐵る く2） 。 即ち照鮒部位 より

基部側 には多 くの微小管か らな る太 い 束が存在す るの に対して、先蟷翻に は太い 東が 存在 しなか っ た。

　　今回我 々 は、上紀の ような光に よっ て 誘導され る 微小管東の 分衛の 変勸が 、藻体全体 を明購サ イ ク

ル中に置 い て細胞質が定位運勤を示す場合に も見られ るか どうか を調べ た e 観察 は電顕 と抗チ ュ ーブ リ

ン抗体を用い た間接蛍光抗俸法によ り行 っ た 。 藻俸は管状で その 横臨面の 薩径は約60μ 鶴 とか な り小さ

い の で 電顕に より断面内の 全ての微小蟹を観簽す る こ とが で きる 。 藻俸先端か ら 1500幽 の範囲にわた

っ て細胞内質中の微小管の分霜を示 したのが図 1，2 で ある 。 藻偉を暗条件下 に長隠間置い た場合、観察

　　 ［、）　　　　　　　　　　　　　　　　 t、： した全範囲 にわたっ て 微小管の本数は ほぼ
一定で 、
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　　 束も特 に大翌の もの はな くどの部分も一鎌にな っ て

囂い る （Pt　1 ）． しか し 、 鮴 糊 鮒 下にeeusnv
　 け

　冨置 くと微小管分布 に大 きなか たよりが み られた （図

　身 2 ） 。 即ち先端部分の 微小管数は少な く、 基部 に向
　 rt

’

唱 か うにっ れ て その 数が 増加 しており、しか も基部側　 P

　l には大型微小管東が 存在 して い る 。 次 に、これ らと

　著 同戀の 観察 を暗か ら明条件 に移 して間もない 藻体、　ゆ
　

P

或は逆 に明か ら暗条件 に移 して間 もな い 藻体に っ い

。

巴 て も行 っ た 。その 微小管分布は 、暗条件型 （図 1 ）

　　 と明条件型 （図 2 ）の 中間型 を示 した。

　　　　以 上の結果と間接蛍光抗埣法によ る観察を総合

　　 し、光刺激 に よっ て 細胞質定位運動が 観察 され る と

溜　き、明条件 、 暗条件それ ぞれ に応 じて微小管の 分布

屡黷 欝翩 窪靉 蠡騰 雰器爨驪
i縛 され、そ批 欄 して細胞縦 腿 動力・醗 され

　9 ると考 えて い る 。 しか し両者の 困粟関係 と誘導の機
5°

琶構の解明は今後の 問魎 と して残 されて い る 。
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1。 巴　圜 大型微小管東（MTs31本 以 上 ）を構成し て い る微小管数

　　 嬲 中型微小管束  s16 −30本）を構成して い る 微小管数

C ：ニニ：：：＝：：＝：：L−・−1−一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
　　口 小型微小管束（MTs　1−ISPt）を携 成 して い る微 小 管 数
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